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トドのシラ ミ 取り 

ペナン ペ ( 川上 男 ) とパ ナン ペ ( 川下男 ) がいました・ あ るとき， パナン ぺ が浜に下りて 

行きますと，大きなトドがあ がっています・そして ，「トドきん ! シラ ミ をとってあ げま 

すよ ! 」 と言いますと ， 「早く取っておくれ ! 」とトドが言いましたから ，シラ ミ を取るふ 

りをしながら ， トドのえり首のところを ，むしやむしや 食べました・それから ，も う トド 

が 沖へ 帰って行くようすなので ，「とっとと 行け， くび も げ 野郎 ! 」と言いました・ もうト 

ドは沖の方へ 行っていましたので ， あ とから私がそう 言いますと， トドが言いますには ， 

「 え， 何だって㌔と 言うものですから ， 叶 早くお行きなさい ， トド ち やんねと言ったの 

ですよ・」と 言いますと， トドは「耳が 遠 V 、 わけじやないんだぞ ! 」と言いながら ， おこっ 

て，すっとんで ，浜に上がってきました・ 

それから，私は 逃げて行き， トドはあ とからどんどん 追いかけて来ましたが ，ずさっと 

山奥まで行きますと ， ホ の枝の上にカラスが 一羽とまっていて ，「狭い谷から ，広い谷から ， 

カァ ㍉ カァ ㍉狭い谷から ， カァ ㍉ カ 7%  広い谷から・」と 鳴いていました・ 

そこで私は「狭い 谷から逃げるのがいいだろう リと 思ったものですから ，その狭い谷を 

さかのぼって 逃げました．するとあ とからトドが 追いかけて来ましたが ，その谷は狭いも 

のですから，体がつかえてひっかかって ，私のあ とに続いて来ることができません・それ 

で，私は そこに下りて 行ってトドをぶん 殴って殺して ，それからその 肉を家へ何回にも 分 

けて運んで，それで 裕福になっていきました・ 

そうしていたところ ， あ る日， ペナン ぺ が川上の家からやって 来て， 言いますには ， 

「おれと同じ 貧乏人だったのに ， どうや って 金持ちになったのだ ? 」と言いますので ，「来 

いよ，食べながら 教えてやるか り 」と パ ナン ぺ が言いますと ，「とらくに 聞いたものし 

と言いながら ，片足をあ げて戸口の横にシャッ と オシッコをひっかけて ，それから， ずう 

つ と ぺ ナンぺは浜に 下りていきました・ 

すると，やっぽりまたトドが 浜にあ がっていました・そこで「シラ ミ をとってあ げます 

よ， トドさん・」と 言いますと，「さあ 早く， シラ ミ 取りしておくれ ! 」と言います・ そこ 

で，それから ，その ぺ ナン ぺ は， トドのシラ ミ をとりながら ，そのえり首のところを ，む 

しゃむしゃ食べながら ，シラ ミ を取るふりをしていました・それから ， トドは 沖へ 戻って 

いきました   

そこで，「とっとと 行け， くび も げ 野郎 ! 」と ぺ ナン ぺ が言いました・すると ，「 え ，何 

だって P 」とトドが言いますので ， 印 早くお行きなさい ， トド ち やんねと言ったのです 

よ りと 言いますと， トドは「耳が 遠いわけじやないんだぞ ! 」と言いながら ，おこって， 
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すっとんで，浜にあ がってきましたので ，ペナンぺは 逃げて，山の 方へ向かって 行きまし 

た   

すると， ずうつと 山奥に， ホ の枝の上に ヵ ラスが一羽とまって ，「 カァちカァ ㍉ 狭 

い谷から， カァ邑 カァち 広い谷から」と 鳴いていましたので ， ペナン ぺ が思うには， 

「広い谷から 逃げれば，広くて 速く逃げられるぞ ! 」と ぺ ナンぺは思ったものですから ，広 

い谷から ぺ ナン ぺほ 逃げました． 

すると， どこまでもトドは 追いかけることができたものですから ，ペナン ぺ に追いっ い 

て ，その ぺ ナン ぺ は，ぶっ殺されて ，ひどい死に 方で死んでしまいました． 

ペナン ぺほ 死んでしまったのですから ， 合 いる ぺ ナン ぺ たちは，人真似をするんじやな 

いよ ! 

という，ペナン ぺ の昔話を，私はお 話ししたのですよ． 

このような昔話をおじいさんおばあ さんたちは語ったのでしたよ． 

おしまい． オワ リ ! 
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